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令 和 7 年 7 月 4 日
教育課程企画特別部会
参 考 資 料 １ － １

論点資料補足資料
（学習評価関係資料）



諸外国における学習評価（ブリティッシュコロンビア（BC）州）

（出典）BC州「K-12 Student Reporting Policy」（2023年8月）

①学習進捗状況の報告（Learning 
Update）

• 児童生徒が学びを振り返り新しい学
習目標を設定できるようにする

① 1学年の中で計4回
• 2回は形式を問わず（informal 

Learning Updates）、学期制を取る
学校の場合はゴール設定や共通理解を
図るため学期早期からの実施を推奨

•  残りの2回は書面（Written Learning 
Updates）で、学期の中間での実施が
推奨されている）

② 年度末

• テストやクイズへの回答
• 反復的な練習課題
• プロジェクトや作成物
• 児童生徒の作品の例や成果物
• ポスター、図、ビジュアル
• 口頭での応答や報告
• プレゼンテーションやパフォーマンス 等

②学習の総括（Summary of 
Learning）

• カリキュラムの学習基準に対する児童
生徒の達成状況を評価する

評価の頻度

評価の材料

評価の形態と目的

◆学習進捗状況の報告例

• 学習評価結果を報告するフォーマットは記載項目を絞った様式とする
• 学期途中に行う評価報告は、学期早期からの実施を推奨し児童生徒・教員間での目標設定や振り返りを促す

教室での学びの評価（Evaluation in the 
classroom）に基づき以下を実施

◆学習の総括のレポート例教師の記述的フィードバック

習熟度

英語

数学

科学

社会

健康・体育

美術

教師の記述的フィードバック

E-ポートフォリオ

学習領域 習熟度

コアコンピテンシーと目標設定の自己評価

コアコンピテンシーと目標設定の自己評価

英語
数学
科学
社会
健康・体育
美術
キャリア教育
応用デザイン・技能・テクノロジー

いずれもフォーマット1枚で、主に以下の３項目からなる
・生徒の強みや成長分野、成長の機会を説明するフィードバック
・カリキュラムの学習目標に対する習熟度
・児童生徒の自己評価

学習領域

①②いずれも以下に基づく
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諸外国における学習評価（オンタリオ州）

◆進捗報告書例

◆州標準成績表

①進捗報告（Progress Report）
• 児童・保護者・教員間での早期かつ
継続的なコミュニケーションを目的に
学習の進捗、学習の強みの可視化
評価を中心とする

① 学期早期（10月下旬～11月下旬）
② 各学期末（年2回）

• 宿題
• プレゼンテーション
• パフォーマンス
• デモンストレーション
• プロジェクト
• テスト
• 試験 等

②州公式成績表（Provincial Report 
Card）

• 学習スキル等の発達状況、カリキュラ
ムの学習基準に対する学生の達成
状況の評価を中心とする

評価の頻度

評価の材料

評価の形態と目的

※①②いずれも以下に基づく

教科

英語

フランス語

母語

数学

科学と技術

社会

健康と体育

美術
ダンス

ドラマ

音楽

視覚美術

責任感

自律性

意欲 自己調整

協働

組織

学びのための評価（Assessment for 
learning）と学びとしての評価
（Assessment as learning）の考えに
基づき以下を実施

（出典）オンタリオ州「Student assessment, evaluations and report cards」Webサイト（2025年5月29日最終閲覧）

いずれのフォーマットも主に以下の２項目からなる
・学習スキルや行動習慣の状況、強み/改善に向けたステップ
・カリキュラムの学習状況、強み/改善に向けたステップ

• 学期早期に児童生徒の評価を実施し、児童・保護者・教員間で学習の進捗や強みを共有する
• 学期途中、学期末に行う評価いずれも児童生徒の強みや改善に向けたステップの共有に重きを置く点が特徴
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諸外国における学習評価（ニューサウスウェールズ（NSW）州）

（出典）NSW州「Assessment and Reporting」Webサイト（2025年5月28日最終閲覧）

①形成的評価
• 児童生徒の学習ニーズを満たすため
指導や学習に係る情報提供

• 指導、学びの改善や学習目標の
設定 等

① 都度実施
② 各学年のセメスター（計2セメス

ター）ごと

② シラバスの内容やパフォーマンス基準に
対する児童生徒の成果（具体的な材
料の記載は特段なし）

• 実践的活動への参加
• 重要な概念を理解するためのスキ
ルの活用状況

• 未知の状況での学びの適用状況
• グループディスカッションへの参加
• チームやグループでの調査・問題解
決学習における行動や思考

②総括的評価
• シラバスやパフォーマンス基準に対する
児童生徒の達成度を評価する

①

評価の頻度

評価の材料

評価の形態と目的

英語

概括コメント

社会的な発達と学習への取組

学習へのポジティブな態度を示している

他者の権利や財産を示している

クラスや学校のマナーを尊敬している

自立してよく動いている

率先力ややる気を示している

他者を助けたり励ましている

常に たいてい 時々

追加活動

出席状況
全日欠席 一部欠席

ダンス

学校名

～
教師のコメント

成果 態度

数学
教師のコメント

成果 態度

美術 成果 態度

成果 態度

劇 音楽
成果
態度

成果
態度

人文社会と環境

個人の発達・健康と体育

地学

発達と健康

成果 態度

成果
態度

科学と技術 成果 態度

成果
態度

以下の5段階から評価
A（優秀）：成績は目覚ましく、様々な新しい複雑な状況で自身をもって知識とスキルを応用する
B（高い）：高い成績を修め、様々な身近/新しい状況で自信を持って知識とスキルを応用する
C（期待される水準）：成績は期待水準に達しており、身近な状況で知識とスキルを応用する
D（基礎的）：成績は基礎レベルで支援を受けながら身近な状況で知識とスキルを応用する
E（限定的）：成果は限られており、十分なサポートを受けながらいくつかな身近な状況で知識とスキルを応用する

以下の3段階から評価
高い：ほとんどの学習活動に積極的に参加し取り組む。常に高い水準で課題を完了し発

表するよう努める
満足：ほとんどの学習活動に積極的に参加し取り組む。定められた水準に沿って課題を

完了し、提出するよう定期的に努める
低い：時々学習活動に参加し、熱心に取り組む。定められた水準に沿って課題を完了し

発表しようと努めることもある

◆総括的評価時のレポート例

年度 セメスター

年度 教員 教員名

• 学習評価の中に形成的評価を位置付ける
• 総括的評価では、各教科のシラバスで定めるパフォーマンス基準に対する児童生徒の評価を教科別に5段階で示す
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諸外国における学習評価（英国（イングランド））

※：法定総括的評価に関して、keystage1（1～2学年）では実施されない。読解（Reading）と数学（Mathematic）は全国共通の外部テスト（SATs）で、英作文（Writing）と理科（Science）は教師評価で
行われる。
（出典）イングランド教育省「Key stage 2 teacher assessment guidance 2025」Webサイト（2025年5月28日最終閲覧）

①形成的評価
• 教育指導おける情報を継続的に
収集するため

① 都度実施
② 単元終了時、学年末試験
③ キーステージ終了時

② 単元終了時の短期テスト、学年末
試験

• 図面、レポート、写真、ビデオや
図工作品等の成果

• 観察評価
• 定期的な短い復習クイズ
• 授業中の質疑応答
• 生徒の学習成果の採点

• 国家カリキュラムに基づくテスト
• キーステージ終了時の教師による
評価*

②学校内総括的評価
• 教育期間の終わりにおける生徒
のパフォーマンスを理解するため

③法定総括的評価
• 全国的な期待値と生徒の成績
を比較し把握するため

①

③

評価の頻度

評価の材料

評価の形態と目的

◆総括的評価時の評価シート例（英作文）
期待される水準の中でより深い理解に到達

• 目的と読者に応じた効果的な文章を書き、読書経
験から構成や表現技法を取り入れられる

• 話し言葉と書き言葉の違いを理解し、適切な文体
を使い分けられる 期待される水準に到達

児童は以下ができる（学習目標）

• 様々な目的や読者に応じて効果的な文章を書き、読者
に配慮した言葉選びができる（例：日記では一人称、
説明文では直接の呼びかけ等）

• 物語文では、場面・人物・雰囲気を描写できる

• 登場人物の性格や物語の展開を示すために会話文を取り入れられる

• 必要に応じて文法構造や語彙を選んで使い分けられる
（例：会話での省略形、受動態で情報の見せ方を変える、助動
詞で可能性の度合いを示す）

• 接続詞、副詞句、代名詞、同義語などを使って、段落内外のまとま
りを作ることができる

• 文全体を通して動詞の時制を一貫して正しく使える

• 様々な目的に応じた文章を書くことができる

• 段落を使ってアイデアを整理できる

• 物語分では、登場人物や場面を描写できる

• 説明文などの非物語文では、見出し、箇
条書きなどの簡単な構成要素を使い、読
み手の理解を助けられる

• 大文字、ピリオド、疑問符、リストのためのカンマ、
省略形のアポストロフィーをおおむね正しく使える

• 小学3・4年生の語彙リストの単語の多く、5・6年
生の語彙リストの一部を正しく綴れる

• 文字を読みやすく書くことができる

児童は以下ができる（学習目標）

• 一部の成果物における構成要素は限られているが、この基準における単純な構成要素が使用されている
ことを示す十分な証拠がある。

• これらの作品にはリストのためのコンマが用いられていない

• 前学年の綴りの間違いは本基準の達成を妨げるものではない

• 学習評価の中に形成的評価を位置付ける
• 国の教育制度に基づき全国一律で実施される法定総括的評価では、児童生徒が達成すべき学習目標への達成度を測る

児童は以下ができる（学習目標）
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国立教育政策研究所「学習評価ハンドブック」抜粋
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2025年1月14日～2月2日 アンケート開催
2025年1月27日～31日 オンライン開催

2025年1月29日～30日・2月3～5日・10日・12日 出向く型

みなさんが願う人生や社会にするために、
学校でどんな学びが大切ですか？

報告資料

こども若者★いけんぷらす
いけんひろば

わかもの

ねが しゃかい

たいせつ

ほうこく

かいさい

かいさい

ど わかもの じぎょう

しりょう

2024年度「こども若者★いけんぷらす」事業

む がた

学習評価関係抜粋
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• プラスことばをかけられたとき。マイナスことばではなくて、「問題を解く

のが早いね」のように言われたときにもっとがんばるぞ、やったあと思う。

（小学１～４年生）

• 問題に戸惑っているときに、優しく分かるまで教えてもらう。解き方を

教えてもらった後に、「大丈夫だよ」、「解いてみようよ！」という声が

け。（小学５・６年生） 

• 間違ったやり方をしていても、「全部間違っている」と言うのではなく、

「ここまでは合っている」などとポジティブな、全部を否定しない話し

方をしてくれるのがいい。（中学生）

• 今までにもらった言葉で嬉しかったのは「もう一回やれば大丈夫だよ」

「もう一度直してみれば大丈夫だよ」だった。（高校生年代）

• わからなかった時に、「今教えられてよかった」とか「これは将来役に

立つよ」など間違えても恥ずかしくないようにしてもらうとやる気が出

る。（高校生・高専生年代）

• やりたいことがわからないとき、できないときに一緒に考えてくれる姿

勢の方が大事だと思う。（年代を「回答しない」と答えた方）

励ましや寄り添う言葉

3-1.授業中に、先生からどんな場面でどんな言葉かけや手助けをしてもらうと、やる気が出ますか。 ／
授業中に、先生からどんなときにどんなことを言われると、「やったあ」「もっとがんばるぞ」と思いますか。（1/3）

全年代共通

• 努力を認められた時。みんなで取り組んだことをほめられた時。

（小学１～４年生）

• ほめられて伸びるタイプだから「こういうところがいいね」と言ってもら

いたい。（小学５・６年生）

• 先生が「凄く上手だね」「これからも頑張ってね」と言ってくれる。そう

言われると嬉しい。（小学生）

• 「すごいね」「よくできたね」などは普段からみんなよく言われていると

思うが、単に「すごいね」ではなく、どこがすごいのか具体的に言っ

てほしい。そのように言われると嬉しいし、できている所・できていない

所が明確になる。（中学生）

• 過程をほめることが大切。数学であれば途中式が合っていることを

ほめたり、前回の点数より上がっているね、という声かけをしたり。

（高校生・高専生年代）

ほめる言葉

3-1. 3-2.

1
2
3

学校の授業や教科書について
先生からの評価・成績について

将来の自分未来の社会について

じゅぎょう い  おも

ぜんねんだいきょうつう

ひょうか      せいせき

はげ よ そ  ことば ことば

                      もんだい   と

        い                おも

もんだい    とまど       やさ   わ      おし      と   かた

おし     あと      だいじょうぶ      と           こえ

まちが     かた       ぜんぶ    まちが        い

      あ              ぜんぶ     ひてい    はな

いま       ことば    うれ         いっかい      だいじょうぶ

   いちど   なお       だいじょうぶ

       とき    いま おし            しょうらい やく

      まちが     は

かた

 

どりょく     みと     とき        と  く         とき

    の                  い

    すご           がんば       い

 い     うれ

            ふだん         い

おも     たん                  ぐたいてき     い

い      うれ         ところ

 ところ    めいかく

  かてい       たいせつ    すうがく       とちゅうしき      あ

      ぜんかい    てんすう             こえ

じゅぎょう  ばめん ことば てだす

ねんだい      かいとう     こた    かた

いっしょ し

せい  ほ う

かんが

だ いじ

こうせんせいねんだい

こうせんせいねんだい

ねんだい

おも
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• 分からない問題があったときに、先生に「こうやったらできるんじゃな

い？」とアドバイスをもらえると「もっとがんばるぞ」という気持ちにな

る。（小学１～４年生）

• 質問の意図があまり分からない時や書き方、考え方が分からな

い時に、程よくヒントをもらえると考えやすくなりやる気が出ると思

う。（中学生）

• できないときに、上手くいかない理由や原因を探して、コツやポイン

トを教えてくれたり、一緒にやってもらえたりするとやる気につなが

る。（中学生・高校生年代）

• 答えではなくて、自分たちで答えをみつけるためのヒントや後押しを

してもらえる授業。（高校生・高専生年代）

アドバイスやヒント

全年代共通

• どう？と優しく聞かれるだけでも問題や疑問を答えやすくなって良

い。（小学５・６年生） 

• 「ここはどうなると思う？」「どうしてそうなると思う？」という問いか

けや、理解できているかの確認があるとよい。（中学生）

• 私は、先生に自分が「ここが分かりません」と聞くのが苦手。また、授

業中に「意見を言ってくれる人？」と言われても手を上げにくい。わか

らないときに自分が当たるのは嫌だと思ってしまうので、「発表するた

めにはこういう風にしたら良いよ」というのを事前に説明したり、意

見を言うために必要な考え方や問題を考える土台を作ってくれた

りすると良い。声掛けよりは、土台を作ってくれる方が良い。（中学

生）

• 授業中に手が止まって困っているときに、先生から声掛けしてくれる

と安心感を持てるし、対応してもらいやすくなる。自分から話すのが

苦手な人にとってはありがたい。（高校生・高専生年代）

サポート・授業についてこられているかの確認

• 算数で理解してるところだったら、どんどん先に進めていいと言われ

たのは、嬉しかった。（小学５・６年生） 

• 選択の機会をくれる時。（中学生）

自主性を尊重する姿勢

3-1.授業中に、先生からどんな場面でどんな言葉かけや手助けをしてもらうと、やる気が出ますか。 ／
授業中に、先生からどんなときにどんなことを言われると、「やったあ」「もっとがんばるぞ」と思いますか。（2/3）

3-1. 3-2.

1
2
3

学校の授業や教科書について
先生からの評価・成績について

将来の自分未来の社会について

わ      もんだい

じゅぎょう かくにん

じしゅせい そんちょう しせい

                    き   も

しつもん   い  と    わ     とき    か   かた   かんが  かた    わ

  とき    ほど           かんが           おも

            りゆう     げんいん    さが

   おし       いっしょ

こた        じぶん    こた             あとお

     じゅぎょう

さんすう     りかい    さき      すす     い

せんたく   きかい       とき

    うれ

     やさ    き      もんだい    ぎもん    こた        よ 

       おも           おも       と

    りかい          かくにん

わたし       じぶん     わ       き    にがて      じゅ

ぎょうちゅう      いけん    い         い

      じぶん   あ     いや     おも         はっぴょう

      ふう      よ       じぜん      せつめい      い

けん   い     ひつよう    かんが   かた    もんだい    かんが     どだい   つく

   よ    こえか        どだい  つく      ほう   よ

じゅぎょう      と     こま           こえ か

   あんしんかん   も      たいおう           じぶん     はな

  にがて  

じゅぎょう  ばめん ことば てだす

じゅぎょう い  おも

こうせんせいねんだい

こうせんせいねんだい

ねんだい

ひょうか      せいせき

ぜんねんだいきょうつう
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全年代共通

• 自分から話してこない生徒にもさりげなく声を掛け、ちゃんと見てい

ることを伝えられるとやる気を出してもらえると思う。（高校生年

代）

• 成長や進歩を見てくれるとうれしい。合っている、間違っているでは

なく、どういうことができるようになったとか、どういう風に考えが変化し

ていったかという変化に対してプラスな評価をしてくれるとうれしい。

（高校生・高専生年代）

• 各々の弱点を克服できるプリントを、個別に配ってもらったとき、先

生は一人一人を見てくれているという安心感や、やる気がでて成

績が上がったことがある。 （高校生・高専生年代）

自分を見てくれる姿勢

• やる気が出ることはあまり思い浮かばない。逆にいやなことはいっぱい

思い浮かぶ。たとえば、音楽の授業で、楽器を演奏して音が鳴らな

かったとき、どうしたらよいか先生に聞いたら「私にはどうにもできない」

と言われた。いやだったし、練習もできなかった。先生には一緒に考

えてほしかった。（小学５・６年生） 

• 小学校３年生のときに担任の先生がすごくいやな人だった。友達が

言うことを、別の意味で受け取って勝手に「こういう子だ」と決めつけ

てしまう人だっし、みんなの前で怒ったりする先生だった。そのときにす

ごい心が傷ついて今でも引きずっている。内面を見てくれる先生だっ

たらよかったなと思った。（小学５・６年生） 

ネガティブな例

3-1.授業中に、先生からどんな場面でどんな言葉かけや手助けをしてもらうと、やる気が出ますか。
（授業中に、先生からどんなときにどんなことを言われると、「やったあ」「もっとがんばるぞ」と思いますか。）（3/3）

3-1. 3-2.

1
2
3

学校の授業や教科書について
先生からの評価・成績について

将来の自分未来の社会について

 じぶん     はな     せいと          こえ  か

じぶん   しせい れい

      つた               おも

せいちょう    しんぽ            あ      まちが

                   ふう   かんが    へんか

       へんか   たい       ひょうか

おのおの    じゃくてん  こくふく          こべつ   くば

ねん

せき

         おも   う      ぎゃく

  おも   う        おんがく     じゅぎょう    がっき     えんそう     な

               き    わたし

   い           れんしゅう             いっしょ

かんが

          たんにん               ともだち

い    べつ    い  み   う  と     かって          き

         まえ おこ

            きず     いま   ひ       ないめん

              おも

じゅぎょう  ばめん ことば てだす

じゅぎょう  い  おも

こうせんせいねんだい

こうせんせいねんだい

だい

              あんしんかん                                    せい

ひょうか      せいせき

ぜんねんだいきょうつう
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3-2.やる気が出るには、どんな成績のつけ方がいいと思いますか。（1/3）

• 学ぶ姿(話し合いの様子など)をしっかり評価してもらいたい。（小
学５・６年生）

• もう少し、時間の使い方など色々な面を評価してくれるといい。
（小学５・６年生）

• 点数だけではなく、学んだ過程(ワークの書き込みや授業の様子)
を評価に入れるやり方を継続すべきだと思う。（中学生）

• 生徒が成長したとき、成長の前後を平均して評価するより、成長
後の成績を優先的に、大きく反映させるという付け方がいいのでは
ないか。（中学生）

• 現在の成績がテスト重視でつけられている。身近な例に対してどう
思うかといった、考えるところを評価してほしい。教科書から外れ
た、社会問題について考えるところを思考・判断の成績に入れてく
れるとやる気が出る。受験生になると、学習は覚えることだけがゴー
ルになる。スケールをさらに大きくして、学習は将来に活かすためにす
ることにしたい。身近な例を入れたり、社会のニュースを取り入れた
りして、覚えるだけでない色々な考え・能力を高めていけるとよい
と思う。（中学生）

• 勉強の成績だけでなく、授業態度や課題提出まで含めたものにす
る。（高校生・高専生年代）

小学５年生以上

評価の場面を工夫する

• 成績がどういう項目でつけられるか公表してほしい。（小学５・６

年生）

• 学校によって成績のつけ方が違うと思う。通知表は入試にも関わる

ので、不平等がなくなるように明確な基準が欲しい。（中学

生）

• 小学校のうちは、学習のねらいも評価の基準も知らされないまま

授業がされ、評価されていたように思う。そのような方式を行ってい

る学校がまだあるとするならば、改善をすべき。（中学生）

• どのような基準で成績をつけるのか、透明性を高めてほしい。（高

校生・高専生年代）

• 先生によってテストの難易度や成績の付け方が不公平になるの

はやめてほしい。（高校生・高専生年代）

評価の基準を明確に示す

3-2.3-1.

1
2
3

学校の授業や教科書について
先生からの評価・成績について

将来の自分未来の社会について

せいせき       かた      おも いじょう

   すがた  はな  あ    ようす         ひょうか

   すこ     じかん   つか     かた    いろいろ     めん  ひょうか

てんすう          かてい       か  こ    じゅぎょう    ようす

  ひょうか       かた    けいぞく       おも

 せいと     せいちょう      せいちょう   ぜんご    へいきん    ひょうか      せいちょう

ご     せいせき   ゆうせんてき       はんえい つ かた

げんざい   せいせき       じゅうし         みぢか    れい    たい

おも        かんが        ひょうか         きょうかしょ     はず

     しゃかいもんだい     かんが        しこう     はんだん    せいせき

         じゅけんせい         がくしゅう   おぼ

               がくしゅう    しょうらい    い

      みぢか    れい       しゃかい        と

   おぼ          いろいろ   かんが    のうりょく    たか

 おも

べんきょう   せいせき          じゅぎょうたいど      かだいていしゅつ    ふく

ひょうか     ばめん     くふう ひょうか   きじゅん     めいかく     しめ

 せいせき        こうもく        こうひょう

      せいせき    かた     ちが    おも    つうちひょう    にゅうし     かか

   ふ びょう どう         めいかく   きじゅん     ほ

        がくしゅう       ひょうか    きじゅん    し

じゅぎょう     ひょうか        おも       ほうしき   おこな

              かいぜん

     きじゅん   せいせき          とうめいせい    たか  

な ん い ど    せいせき    つ   かた    ふ こう へい

こうせんせいねんだい

こうせんせいねんだい

こうせんせいねんだい

ひょうか      せいせき
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• 楽器演奏は、分野によっては軽音部の生徒が得意なところもあり、
初心者との点数に差が生まれてしまっている。実技が成績に反映
されすぎるのはあまりよくないのではないかと思う。（中学生）

• 芸術系の教科は、作品の出来などではなく、主体性だけで評価す
べきだと思う。芸術の上手い下手や、技術の受け取り方は必ず人
によって違うから。（高校生・高専生年代）

• 今の学習カリキュラムを見ていると、「思考」「判断」「表現」の評価の
割合が大きく、全教科に反映されている。探究は主体的に取り組
む態度の比重を上げるなど、教科によって見る観点を変える評価
方法になればよい。（高校生・高専生年代）

小学５年生以上

教科に応じて柔軟に評価する

• 頑張ったところや応援メッセージ等が載っているとやる気が出る。（小学５・６年生）

• 具体的な解決策を書いてもらえると「次からこうすればいいんだな」と思えるのでありがたい。（小学５・６年生）

• 成績と一緒に、おすすめの勉強の仕方とか復習したほうがいいところとか自分の課題を確認できるようなものだといいと思う。（中学生）

• 最近、評価の仕方が変わって、5 段階評価に加えて、ABC の 3 つの観点で説明がついて、何ができて何ができていないのか少しわかるように
なったのがよい。テストの結果や成績についてアドバイスを追加してもらえたらよりうれしい。 （中学生）

• 頑張っていたことを各教科一言ずつ書いてもらったらやる気が出る。（高校生・高専生年代）

• 各教科の先生からのコメントがあると、どこを勉強すればよいか知ることができるので良いと思った。（高校生・高専生年代）

数値に限らない評価やアドバイスをする

• 成績が低かった時に、自分としてはすごくがんばったのに何がダメだっ
たのか分からなかったり、十分だけど目指していた成績と違ったりする
ことがあった。何がダメだったのか、何を改善すればいいのか、面と
向かって教えてほしい。（中学生）

• 成績を学期の最後に知らせるだけでなく、学期の途中にも成績の状
態やどうすればもっとあげられるのかを教えて欲しい。（高校生・高
専生年代）

• 成績を渡されるのが各学期が終わるタイミングなので、学期の途中は
自分の状況が分からず何をがんばれば良いのかが分からない。学期の
途中で成績をつけ、何をがんばればいいか教えてもらえるとやる気が
出ると思う。（高校生・高専生年代）

成績の丁寧なフィードバック

3-2.やる気が出るには、どんな成績のつけ方がいいと思いますか。（2/3）

3-2.3-1.

1
2
3

学校の授業や教科書について
先生からの評価・成績について

将来の自分未来の社会について

きょうか     おう   じゅうなん    ひょうか せいせき    ていねい

すうち    かぎ      ひょうか

がっきえんそう      ぶんや        けいおんぶ    せいと     とくい

しょしんしゃ    てんすう   さ            じつぎ    せいせき    はんえい

                おも

げいじゅつけい    きょうか    さくひん    で  き        しゅたいせい       ひょうか

   おも    げいじゅつ          ぎじゅつ   う   と   かた  かなら

いま    がくしゅう            しこう     はんだん    ひょうげん     ひょうか

 わりあい       ぜんきょうか     はんえい         たんきゅう    しゅたいてき    と

く   たいど     ひじゅう         きょうか       かんてん   か     ひょう

 がんば         おうえん       など   の

   ぐたいてき    かいけつさく     か       つぎ             おも

 せいせき    いっしょ         べんきょう   しかた      ふくしゅう          じぶん      かだい   かくにん              おも

 さいきん   ひょうか   しかた   か      だんかい ひょうか     くわ           かんてん     せつめい      なに      なに         すこ

           けっか    せいせき           ついか

 がんば          かくきょうか   ひとこと     か  

 かく きょう か                べんきょう       し         よ     おも  

せいせき   ひく     とき   じぶん              なに

   わ         じゅうぶん     め  ざ     せいせき   ちが

       なに         なに    かいぜん          めん

 む   おし

せいせき   がっき      さいご    し         がっき   とちゅう    せいせき    じょう

たい                 おし   ほ  

せいせき   わた       かくがっき      お           がっき   とちゅう

  じぶん   じょうきょう    わ     なに        よ     わ       がっき

とちゅう     せいせき       なに         おし

   おも  

せいせき      かた       おも  

か   ほうほう

ちが

いじょう

こうせんせいねんだい

こうせんせいねんだい

こうせんせいねんだい

こうせんせいねんだい

こうせんせいねんだい

せんせいねんだい

こう

ひょうか      せいせき
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• 折れ線グラフで一年の成績の上がり下がりがわかる。（小学５・

６年生）

• 順位も大切だが、自分の上がり下がりが明確だとやる気が出る。

（高校生・高専生年代）

• 前の学期に比べてどこがどのように伸びたかを教えてくれると、モチ

ベーションにつながる。（高校生・高専生年代）

自分の成長が見えるようにする

小学５年生以上

• 今の通知表には△があり、良くない感じがしていやな気分になるの

で、花丸・二重丸・丸などにすればいいと思う。（小学５・６年

生）

• 一番下の評価である「もう少し」を、「頑張ったね！」「あともう一

歩！」という言葉にしてほしい。（小学５・６年生）

ポジティブな表記にする

• 新学期に通知表を学校に返すとき、親やこどもが先生に対する要

望を伝えられるようにしたらいいと思う。先生に直接言うのは恥ずか

しい人もいるので、通知表に書くようにした方が、言いたいことを伝え

られると思う。（小学５・６年生）

• 学校に行っていなくてすべて斜線なのでわからない。（小学５・６

年生）

• ニュースで見たが、成績を廃止している学校がある。成績をつけること

は立ち位置を知るという意味では助かる。ただ、できない教科のコン

プレックスを持ってしまったり、成績が全てだと思ったりしてしまうことも

ある。学校の成績はひとつの指標であることをもっと説明したうえで

サポートしてもらえればこどもたちも成績の必要性を理解できると

思う。（高校生・高専生年代）

• 中学校の理科の先生が、提出物が提出期限に間に合わなかった

場合でも、最終期限に間に合えば同様に扱ってくれていたのが良

かった。不登校や病気でなかなか学校に来られない人たちにとって

は大事な仕組みだと思う。 （高校生・高専生年代）

その他

3-2.やる気が出るには、どんな成績のつけ方がいいと思いますか。（3/3）

3-2.3-1.

1
2
3

学校の授業や教科書について
先生からの評価・成績について

将来の自分未来の社会について

じぶん   せいちょう

 お   せん         せいせき

た

ひょうき

じゅんい    たいせつ      じぶん         めいかく

まえ    がっき    くら          の     おし 

いま   つうちひょう        よ     かん         きぶん

   はなまる    にじゅうまる    まる         おも

いちばん   ひょうか        すこ      がんば          いっ

ぽ      こと ば

しんがっき      つうちひょう      かえ     おや       たい     よう

ぼう  つた            おも         ちょくせつ  い     は

        つうちひょう     か       ほう   い       つた

     おも

   い         しゃせん

         せいせき   はいし           せいせき

   い ち  し     い み    たす          きょうか

     も       せいせき    すべ     おも

      せいせき       しひょう          せつめい

               せいせき     ひつようせい     りかい

   り   か     ていしゅつぶつ      ていしゅつ きげん      ま  あ

ばあい       さいしゅう きげん     ま  あ    どうよう   あつか          よ

     ふとうこう     びょうき          こ

せいせき       かた      おも

    おも

 だいじ    し   く     おも

いじょう

こうせんせいねんだい

こうせんせいねんだい

こうせんせいねんだい

こうせんせいねんだい

ひょうか      せいせき
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